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骨格形成のエピジェネティクス

⽔

骨格形成において重要な役割を演じる軟骨細胞は未分化間葉系細胞より分化誘導される。
未分化間葉系細胞からの分化過程においては、約３万の遺伝子から特定の遺伝子発現が
選択されることにより軟骨細胞に特有の細胞形質が獲得される。そのため、従来の研究
アプローチは転写のアウトプットであるmRNA発現に着目した研究が主流であった。
我々も、様々な遺伝子クローニングシステムを構築することで、軟骨細胞分化を制御す
る転写ネットワークの解明を行ってきた。
一方、近年のゲノム解析技術の進歩により、ヒストン修飾やクロマチン構造といっ

たエピジェネティックな転写制御機構の解析が可能となっている。特に、ATAC-seqや
ChIP-seqといったクロマチン動態のゲノムワイド解析は、細胞分化に伴う遺伝子発現変
化を多元的に理解するうえで重要である。我々も、軟骨細胞の遺伝子発現解析(RNA-
seq)とエピジェネティック解析を統合することで、骨格形成を制御する新規転写因子と
その発現制御機構を明らかにしている。
本講演では、我々が行っている軟骨細胞分化のエピジェネティクス研究を紹介する

とともに、骨格形成のエピジェネティクスについて議論したい。
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タイトル

＊本講演は大学院医科学教育部、栄養生命科学教育部、
口腔科学研究科の大学院特別講義を兼ねております。


